
PDA即興型英語ディベート キーノートディベート（8月） 

 

一般社団法人パーラメンタリーディベート人財育成協会（PDA） 

                

開催日時：2022年 8月 28日（日）10:00-11:30 

会場：オンライン（Zoom）  

参加者：8名（ディベータ 6名、ジャッジ 1名、オーディエンス 1名） 

 

 はじめに PDA代表理事中川智皓より、本日のキー

ノートスピーカーである馬場雪乃 氏（東京大学大学

院総合文化研究科広域科学専攻准教授）の紹介があ

りました。 

 キーノートスピーカー紹介後は、早速チーム分け

と論題が発表されました。 

 

 

ディベートの様子 

 キーノートディベートの論題は、In the hiring process, human interviews should be 

prohibited and decisions should be made by AI. (採用の過程で、人間による面接を禁止し、

AIが採用を決めるべきである。) でした。面接でみたい要素とは何か、AIと人間どちらが

より良い人材を選べるかといった点について白熱した議論が展開されました。人間はバイ

アスを持っているから良くないと主張する肯定側はオーケストラの採用で女性の採用率が

低かったことを例として挙げたり、人間の方がやる気やモチベーションまでフレキシブル

に判断できる、バイアスの問題は少しずつ改善されつつあると主張する否定側は NASA で

多様な人々が採用されていることを具体例として挙げたり、とても甲乙つけがたいディベ

ートとなりました。ディベートが終わると画面越しのお互いの健闘をたたえてエアー握手

を交わしました。その後ジャッジより、フィードバックが行われました。 

 

キーノートスピーカー紹介 

ディベートの様子 



 

 

 

 キーノートスピーチでは、馬場雪乃先生より、人間のもつバイアスについてや、バイアス

とAIの関わりやその事例、バイアスを排除する仕組みなどについてご説明いただきました。 

また、質疑応答では、「今回のディベートでも議論になっていたやる気やその人の個性の

ようなものは AI が判断することができうるのか」「バイアスを取り除くためにはどのよう

なデータが用いられているのか」「仮に AI が採用した結果、社会で良くないとされている

バイアスの要素と会社の利益が結びつく可能性もありうるのではないか」などについて質

問の手が挙がり、より詳しく説明していただきました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

樋笠先生によるキーノートスピーチ 

質疑応答の様子 

ディベート後のエアー握手の様子 



参加者の声（アンケートより抜粋） 

 

・今日のキーノートスピーチも最高で、学びが多い一日になりました！ありがとうござい

ました！今日話したように、キーノートディベートの良さは、試合・キーノートスピー

チもそうですが、事前にトピックを考えて、知らないことを学ぼうと思えるモチベーシ

ョンになることだと思いました！ありがとうございました！ 

・キーノートディベートは、人工知能の難しさ、人間の判断に頼ることの重要性を改めて

考えるきっかけとなりました。今回もジャッジをさせていただき、とても勉強になりま

した。 

・AIの方がより公平な判断ができそうではあるものの、どのようなデータをＡＩに学習さ

せるのかを決めるのは人間なので、結局は人間のもっているバイアスがＡＩにも反映さ

れるから、どっちもある程度は biasedになるんだろうな、と感じました。 

・今日も参加できてよかったです。AIが採用の場面にまで登場してくるとは思っておりま

せんでした。もう少し具体的にどのような文言やデータを入れて活用するのかを知りた

いところではありましたが、AIは基準の調整が人間よりも上手で早いということ、ま

た人物評価において差別や偏見を AIは表面化させてしまいますが、でもそれを見て人

間がディスカッションをしてどうしたいのか最後の判断を人間がすれば良い、というこ

とを初めて勉強することができました。私は the文系型人間で笑、本当に大学の先生方

には憧れます。またよろしくお願いいたします。 

 


